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評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
水
道
）

 

④
 ：

 地
下

水
取

水
案

⑤
 ：

 地
下

水
取

水
と

玉
川

ダ
ム

有
効

活
用

案
⑥

 ：
 皆

瀬
ダ

ム
と

玉
川

ダ
ム

有
効

活
用

案

地
下

水
取

水
地

下
水

取
水

【
湯

沢
市

・
横

手
市

】
＋

玉
川

ダ
ム

（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
【
大

仙
市

】

皆
瀬

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

【
湯

沢
市

・
横

手
市

】
＋

玉
川

ダ
ム

（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
【
大

仙
市

】

●
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

は
ど

う
か

・
地

下
水

取
水

施
設

の
新

設
に

関
す

る
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
土

地
所

有
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
地

下
水

取
水

】
・
地

下
水

取
水

施
設

の
新

設
に

関
す

る
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
土

地
所

有
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
皆

瀬
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
皆

瀬
ダ

ム
容

量
買

い
上

げ
に

関
す

る
施

設
管

理
者

や
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
施

設
管

理
者

や
土

地
所

有
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
玉

川
ダ

ム
使

用
権

の
振

替
に

関
す

る
施

設
管

理
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
施

設
管

理
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
玉

川
ダ

ム
使

用
権

の
振

替
に

関
す

る
施

設
管

理
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
施

設
管

理
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

●
関

係
す

る
河

川
使

用
者

の
同

意
の

見
通

し
は

ど
う

か
・
地

下
水

利
用

に
伴

い
、

同
意

を
必

要
と

す
る

関
係

す
る

河
川

使
用

者
は

、
現

時
点

で
想

定
さ

れ
な

い
。

【
地

下
水

取
水

】
・
地

下
水

利
用

に
伴

い
、

同
意

を
必

要
と

す
る

関
係

す
る

河
川

使
用

者
は

、
現

時
点

で
想

定
さ

れ
な

い
。

【
皆

瀬
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
皆

瀬
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
玉

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
玉

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

・
成

瀬
ダ

ム
に

参
画

し
て

い
る

発
電

事
業

（
秋

田
県

）
は

、
事

業
実

施
が

不
可

能
と

な
る

。
・
成

瀬
ダ

ム
に

参
画

し
て

い
る

発
電

事
業

（
秋

田
県

）
は

、
事

業
実

施
が

不
可

能
と

な
る

。
【
皆

瀬
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
成

瀬
ダ

ム
に

参
画

し
て

い
る

発
電

事
業

（
秋

田
県

）
は

、
事

業
実

施
が

不
可

能
と

な
る

。

・
既

存
の

皆
瀬

発
電

所
（
秋

田
県

）
及

び
板

戸
発

電
所

（
秋

田
県

）
で

は
、

皆
瀬

ダ
ム

容
量

買
い

上
げ

に
よ

る
利

水
容

量
の

増
加

に
伴

い
、

発
電

量
の

増
加

の
可

能
性

が
あ

る
。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
成

瀬
ダ

ム
に

参
画

し
て

い
る

発
電

事
業

（
秋

田
県

）
は

、
事

業
実

施
が

不
可

能
と

な
る

。

●
そ

の
他

の
関

係
者

と
の

調
整

の
見

通
し

は
ど

う
か

・
浄

水
施

設
へ

導
水

す
る

た
め

の
導

水
管

を
道

路
敷

地
内

な
ど

に
地

下
埋

設
す

る
た

め
、

管
理

者
と

の
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

【
地

下
水

取
水

】
・
浄

水
施

設
へ

導
水

す
る

た
め

の
導

水
管

を
道

路
敷

地
内

な
ど

に
地

下
埋

設
す

る
た

め
、

管
理

者
と

の
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

【
皆

瀬
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
下

流
河

道
の

治
水

代
替

（
河

道
掘

削
）
に

よ
り

改
築

が
必

要
と

な
る

構
造

物
な

ど
管

理
者

及
び

関
係

者
と

の
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・
横

手
市

等
よ

り
、

地
盤

沈
下

な
ど

の
周

辺
へ

の
影

響
や

、
将

来
に

渡
っ

て
安

定
取

水
が

確
保

で
き

る
か

な
ど

の
不

確
定

な
要

素
に

関
す

る
懸

念
が

表
明

さ
れ

て
い

る
。

・
横

手
市

等
よ

り
、

地
盤

沈
下

な
ど

の
周

辺
へ

の
影

響
や

、
将

来
に

渡
っ

て
安

定
取

水
が

確
保

で
き

る
か

な
ど

の
不

確
定

な
要

素
に

関
す

る
懸

念
が

表
明

さ
れ

て
い

る
。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
そ

の
他

特
に

調
整

す
べ

き
関

係
者

は
現

時
点

で
想

定
さ

れ
な

い
。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
そ

の
他

特
に

調
整

す
べ

き
関

係
者

は
現

時
点

で
想

定
さ

れ
な

い
。

●
事

業
期

間
は

ど
の

程
度

必
要

か
・
必

要
量

全
量

の
取

水
が

可
能

と
な

る
施

設
の

完
成

ま
で

に
約

1
1
年

間
を

要
す

る
。

・
必

要
量

全
量

の
取

水
が

可
能

と
な

る
施

設
の

完
成

ま
で

に
約

1
1
年

間
を

要
す

る
。

・
皆

瀬
ダ

ム
の

治
水

容
量

の
買

い
上

げ
に

伴
い

、
治

水
代

替
施

設
の

整
備

（
河

道
掘

削
）
を

行
う

必
要

が
あ

る
た

め
、

完
成

ま
で

に
約

7
年

間
を

要
す

る
。

・
こ

れ
に

加
え

、
事

業
用

地
の

土
地

所
有

者
、

関
係

機
関

、
周

辺
住

民
と

の
合

意
形

成
を

図
る

期
間

が
必

要
で

あ
る

。
・
こ

れ
に

加
え

、
事

業
用

地
の

土
地

所
有

者
、

関
係

機
関

、
周

辺
住

民
と

の
合

意
形

成
を

図
る

期
間

が
必

要
で

あ
る

。
・
こ

れ
に

加
え

、
事

業
用

地
の

土
地

所
有

者
、

関
係

機
関

、
周

辺
住

民
と

の
合

意
形

成
を

図
る

期
間

が
必

要
で

あ
る

。

●
法

制
度

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

見
通

し
は

ど
う

か
・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

地
下

水
取

水
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

地
下

水
取

水
と

玉
川

ダ
ム

有
効

活
用

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

皆
瀬

ダ
ム

と
玉

川
ダ

ム
有

効
活

用
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

　 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
実

施
内

容
の

概
要

　
評

価
軸

と
　

評
価

の
考

え
方

ダ
ム

以
外

を
中

心
と

し
た

組
み

合
わ

せ

3
.
実

現
性

●
発

電
を

目
的

と
し

て
事

業
に

参
画

し
て

い
る

者
へ

の
影

響
の

程
度

は
ど

う
か

4-308 



4. 成瀬ダム検証に係る検討の内容 

 

 

 
 
 
 

表
4.

4-
18

-1
 
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
水

道
）

 
現

計
画

利
水

専
用

ダ
ム

ダ
ム

以
外

を
中

心
と

し
た

組
み

合
わ

せ
①

 ：
 成

瀬
ダ

ム
案

②
 ：

 利
水

専
用

ダ
ム

案
③

 ：
 皆

瀬
ダ

ム
有

効
活

用
案

成
瀬

ダ
ム

利
水

専
用

ダ
ム

（
狙

半
内

ダ
ム

サ
イ

ト
）

皆
瀬

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

●
将

来
に

わ
た

っ
て

持
続

可
能

と
い

え
る

か
・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

●
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

、
一

部
土

地
の

改
変

が
伴

う
。

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

が
予

測
さ

れ
る

箇
所

に
つ

い
て

は
、

地
す

べ
り

対
策

が
必

要
と

な
る

。
・
下

流
河

道
の

治
水

代
替

（
河

道
掘

削
）
に

よ
り

一
部

河
川

環
境

の
改

変
を

行
う

こ
と

と
な

る
。

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

が
予

測
さ

れ
る

箇
所

に
つ

い
て

は
、

地
す

べ
り

対
策

が
必

要
と

な
る

。
　

用
地

取
得

　
約

5
h
a

●
地

域
振

興
等

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
効

果
が

あ
る

か
・
地

元
の

東
成

瀬
村

が
ダ

ム
湖

周
辺

の
利

活
用

を
検

討
し

て
お

り
、

ダ
ム

湖
を

活
用

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。

・
ダ

ム
湖

を
活

用
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

。
・
効

果
は

想
定

さ
れ

な
い

。

●
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

移
転

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

、
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

に
な

る
が

、
成

瀬
ダ

ム
の

場
合

に
は

、
基

本
的

に
は

水
源

地
域

の
理

解
は

得
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

買
収

が
伴

う
水

源
地

域
や

事
業

地
と

、
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
既

存
施

設
の

活
用

で
あ

り
、

地
域

間
の

利
害

の
衝

平
の

調
整

は
必

要
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

　 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
実

施
内

容
の

概
要

　
評

価
軸

と
　

評
価

の
考

え
方

５
．

地
域

社
会

へ
の

影
響

４
．

持
続

性

3
.実

現
性
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表
4.

4-
18

-2
 
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
水

道
）

 
④

 ：
 地

下
水

取
水

案
⑤

 ：
 地

下
水

取
水

と
玉

川
ダ

ム
有

効
活

用
案

⑥
 ：

 皆
瀬

ダ
ム

と
玉

川
ダ

ム
有

効
活

用
案

地
下

水
取

水
地

下
水

取
水

【
湯

沢
市

・
横

手
市

】
＋

玉
川

ダ
ム

（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
【
大

仙
市

】

皆
瀬

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

【
湯

沢
市

・
横

手
市

】
＋

玉
川

ダ
ム

（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
【
大

仙
市

】

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・
必

要
な

揚
水

量
を

確
保

す
る

た
め

、
地

下
水

賦
存

量
調

査
や

地
盤

沈
下

量
調

査
な

ど
現

地
に

お
け

る
十

分
な

調
査

が
必

要
で

あ
る

。

【
地

下
水

取
水

】
・
必

要
な

揚
水

量
を

確
保

す
る

た
め

、
地

下
水

賦
存

量
調

査
や

地
盤

沈
下

量
調

査
な

ど
現

地
に

お
け

る
十

分
な

調
査

が
必

要
で

あ
る

。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

●
将

来
に

わ
た

っ
て

持
続

可
能

と
い

え
る

か
・
地

下
水

取
水

は
、

周
辺

の
地

下
水

利
用

や
周

辺
地

盤
へ

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

で
あ

る
。

【
地

下
水

取
水

】
・
地

下
水

取
水

は
、

周
辺

の
地

下
水

利
用

や
周

辺
地

盤
へ

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

で
あ

る
。

【
皆

瀬
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

●
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

・
地

盤
沈

下
に

よ
る

周
辺

構
造

物
等

へ
の

影
響

や
周

辺
の

地
下

水
利

用
へ

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
。

【
地

下
水

取
水

】
・
地

盤
沈

下
に

よ
る

周
辺

構
造

物
等

へ
の

影
響

や
周

辺
の

地
下

水
利

用
へ

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
。

【
皆

瀬
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
下

流
河

道
の

治
水

代
替

（
河

道
掘

削
）
に

よ
り

一
部

河
川

環
境

の
改

変
を

行
う

こ
と

と
な

る
。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
特

に
影

響
は

想
定

さ
れ

な
い

。
【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
特

に
影

響
は

想
定

さ
れ

な
い

。

●
地

域
振

興
等

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
効

果
が

あ
る

か
・
効

果
は

想
定

さ
れ

な
い

。
・
効

果
は

想
定

さ
れ

な
い

。
・
効

果
は

想
定

さ
れ

な
い

。

●
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か

・
対

策
実

施
箇

所
と

受
益

地
が

近
接

し
て

い
る

が
、

近
傍

以
外

に
導

水
す

る
場

合
は

、
対

策
実

施
箇

所
と

か
ん

が
い

区
域

内
で

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

【
地

下
水

取
水

】
・
対

策
実

施
箇

所
と

受
益

地
が

近
接

し
て

い
る

が
、

近
傍

以
外

に
導

水
す

る
場

合
は

、
対

策
実

施
箇

所
と

か
ん

が
い

区
域

内
で

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

【
皆

瀬
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
既

存
施

設
の

活
用

で
あ

り
、

地
域

間
の

利
害

の
衝

平
の

調
整

は
必

要
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
既

存
施

設
の

活
用

で
あ

り
、

地
域

間
の

利
害

の
衝

平
の

調
整

は
必

要
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

【
玉

川
ダ

ム
（
水

道
）
使

用
権

の
振

替
】

・
既

存
施

設
の

活
用

で
あ

り
、

地
域

間
の

利
害

の
衝

平
の

調
整

は
必

要
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

４
．

持
続

性

５
．

地
域

社
会

へ
の

影
響

3
.実

現
性

　 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
実

施
内

容
の

概
要

　
評

価
軸

と
　

評
価

の
考

え
方

ダ
ム

以
外

を
中

心
と

し
た

組
み

合
わ

せ
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4. 成瀬ダム検証に係る検討の内容 

 

 

 
 
 
 

表
 4

.4
-1

9 
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
水
道
）

 
現

計
画

利
水

専
用

ダ
ム

ダ
ム

以
外

を
中

心
と

し
た

組
み

合
わ

せ
①

 ：
 成

瀬
ダ

ム
案

②
 ：

 利
水

専
用

ダ
ム

案
③

 ：
 皆

瀬
ダ

ム
有

効
活

用
案

成
瀬

ダ
ム

利
水

専
用

ダ
ム

（
狙

半
内

ダ
ム

サ
イ

ト
）

皆
瀬

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

●
水

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か
・
ダ

ム
完

成
後

の
水

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て

、
水

質
予

測
に

よ
る

と
富

栄
養

化
や

土
砂

に
よ

る
水

の
濁

り
等

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

・
既

存
の

皆
瀬

ダ
ム

に
お

い
て

、
貯

水
池

及
び

下
流

河
川

の
水

環
境

は
維

持
さ

れ
て

お
り

、
治

水
容

量
買

い
上

げ
後

も
大

き
な

変
化

は
生

じ
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・
地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・
地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・
地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

●
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

・
貯

水
池

（
湛

水
面

積
）
　

　
　

　
2
.2

6
km

2

・
動

植
物

の
重

要
な

種
に

つ
い

て
、

生
息

・
生

育
環

境
へ

の
影

響
が

予
測

さ
れ

る
が

、
成

瀬
川

流
域

に
は

同
様

の
環

境
が

広
く
分

布
し

、
そ

の
現

状
が

維
持

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

・
貯

水
池

（
湛

水
面

積
）
　

　
　

　
0
.0

1
6
km

2

・
利

水
専

用
ダ

ム
の

建
設

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
て

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・
貯

水
池

（
湛

水
面

積
）
　

　
　

　
1
.5

km
2

・
既

存
の

皆
瀬

ダ
ム

と
変

化
が

な
い

こ
と

か
ら

、
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

●
土

砂
流

動
は

ど
う

変
化

し
、

下
流

河
川

・
海

岸
に

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

と
、

成
瀬

ダ
ム

直
下

の
成

瀬
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
予

測
さ

れ
る

。
ま

た
、

河
口

部
を

通
過

す
る

土
砂

量
の

変
化

は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。

・
利

水
専

用
ダ

ム
直

下
の

狙
半

内
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・
既

存
の

皆
瀬

ダ
ム

を
活

用
す

る
対

策
案

で
あ

り
、

現
状

と
比

較
し

て
、

土
砂

流
動

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

●
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
触

れ
合

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

・
景

勝
地

で
あ

る
「
赤

滝
」
は

、
湛

水
区

域
の

ほ
ぼ

中
央

に
位

置
し

水
没

す
る

た
め

、
現

状
を

詳
細

に
記

録
し

、
資

料
に

よ
り

保
存

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
、

景
観

が
一

部
変

化
す

る
と

予
想

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
既

存
の

皆
瀬

ダ
ム

と
変

化
が

な
い

こ
と

か
ら

、
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
触

れ
合

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・
ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
、

景
観

が
変

化
す

る
と

予
測

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
。

●
C
O
2
排

出
負

荷
は

ど
う

変
わ

る
か

・
秋

田
県

に
よ

る
新

規
水

力
発

電
が

予
定

さ
れ

て
お

り
、

こ
れ

に
対

応
す

る
分

量
の

C
O

2
排

出
量

削
減

が
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
地

下
水

位
、

地
盤

沈
下

や
地

下
水

の
塩

水
化

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

6
.
 
環

境
へ

の
影

響

・
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

に
よ

る
と

、
水

温
に

つ
い

て
は

夏
期

か
ら

秋
期

に
か

け
て

温
水

の
放

流
が

生
じ

る
時

期
が

あ
る

一
方

で
貯

水
位

が
急

激
に

低
下

し
た

場
合

は
冷

水
放

流
の

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
環

境
保

全
措

置
と

し
て

、
選

択
取

水
設

備
を

設
置

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
選

択
取

水
設

備
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ダ
ム

放
流

水
の

濁
度

は
、

ほ
ぼ

年
間

を
通

じ
て

流
入

水
の

濁
度

を
下

回
る

一
方

で
洪

水
後

2
0
日

程
度

の
濁

水
の

長
期

化
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

る
と

予
測

さ
れ

る
。

・
富

栄
養

化
の

発
生

す
る

可
能

性
は

低
い

と
予

測
さ

れ
る

。

　 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
実

施
内

容
の

概
要

　
評

価
軸

と
　

評
価

の
考

え
方
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